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　戦後 74 年目となった今、戦争体験者も高齢となり、
沖縄戦の記憶の継承が課題となっています。
　悲惨な戦争をくり返さないためにも、平和の尊さを
次の世代につなぐ、市や学校の取り組みを紹介します。
6 月 23 日は慰霊の日です。みなさまも改めて、平和
について考える日にしましょう。

平和教育担当者研修…学校教育課☎９１７－３５０６
長崎平和交流事業…平和交流・男女参画課☎８６１ー５１９５

教
育
現
場
で
の
取
り
組
み

子
ど
も
た
ち
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
た

め
、
学
校
で
は
戦
争
体
験
者
の
講
話
や
、
各
資

料
館
、
戦
跡
の
見
学
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
山
中
学
校
で
は
、
昨
年
、
３
年
生
が
英
語

の
授
業
の
一
環
で
、
若
狭
に
あ
る
対
馬
丸
記
念

館
内
の
案
内
パ
ネ
ル
と
詩
の
英
訳
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
同
年
５
月
に
、
学
校
で
行
っ
た
対
馬
丸

記
念
館
の
髙
良
政
勝
理
事
長
の
講
演
を
き
っ
か

け
に
、
学
校
側
が
英
訳
を
提
案
。
は
じ
め
に
生

徒
た
ち
は
映
像
観
賞
や
対
馬
丸
記
念
館
の
見
学

を
通
し
て
「
対
馬
丸
事
件
」
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

上
山
中
の
前
身
の
学
校
の
生
徒
が
対
馬
丸
に

乗
船
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、「
先
輩
た
ち
の

思
い
や
体
験
を
外
国
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
英
訳
さ
れ
た
文
章
は
12
月
に

対
馬
丸
記
念
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
現
在
、
館
内
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
小
中
学
校
の
平
和
教
育
担
当

教
員
を
対
象
に
、
平
成
27
年
か
ら
毎
年
、
対
馬

丸
記
念
館
と
共
同
開
催
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
教
員
は
対
馬
丸
記
念
館
や
、
付
近
の
慰
霊

碑
の
見
学
、
戦
争
体
験
者
の
講
話
な
ど
を
通
し

様々な学校で平和学習に関わってきましたが、印象に
残っているのは約14年前、戦時中に6校あった本島の高
等女学校の女子学徒隊生存者を一堂に集めて行った授業
です。授業では、戦前の学校の様子や教育について、生徒
自身にインタビューしてもらいました。今ではお亡くな
りになった方もいるので、ああいった試みはもう難しい
でしょうね。また他には、資料館から戦争遺物を借用して
学校で展示したり、防空壕の発掘現場に生徒を連れて行
ったりしたこともあります。

私は担当する社会科の授業でも、テロや紛争などの時
事問題を取り上げます。子どもたちには、沖縄戦だけでな
く世界情勢を通して広く平和について学んでほしいと思
っているからです。

伝えたいのは今も昔も変わりません。「命の大切さ」で
す。1人でも多く、考える生徒がでてきてほしい。大人に
なった時に、学校での平和学習のことを思い出して、自分
はもちろん、他人の命も大切にしてくれればいいなと思
っています。

平和教育担当者インタビュー
伝えたいのは今も昔も
「命の大切さ」
　　 大城　邦夫（松城中学校教諭）

321,515人（5,173人）
男：155,754人（2,730人）
女：165,761人（2,443人）

※（　）内はうち外国人
※総人口と世帯数は2019（平成31）年4月末現在

153,141世帯（3,661世帯）総人口 世帯数
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は
い
た
い
。元
号
が「
平

成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と

変
わ
り
ま
し
た
。

「
平
成
」
の
30
年
間
が
、
我
が
国
に
お
い
て

戦
争
が
な
い
平
和
な
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
74
年
、
先

の
大
戦
を
体
験
し
た
方
々
か
ら
戦
争
の
悲
惨
な

実
相
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
貴
重
な

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
次
の
世
代
に
し
っ

か
り
と
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
代
を
担
う
若
者
が
、
戦
争
の
不
条
理
や
差

別
、
偏
見
の
愚
か
さ
を
知
り
「
命
ど
ぅ
宝
」
の

思
い
を
胸
に
刻
ん
で
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
に
お
い
て
も
平
和
を
希
求
す
る
思

い
を
発
信
し
、
平
和
の
尊
さ
を
受
け
継
い
で
い

く
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ゆ
た
さ

る
ぐ
と
ぅ　
う
に
げ
ー
さ
び
ら
。

那
覇
市
長
　
城
間  

幹
子

　
平
和
の
絆

　　おおごまだら

LI
NE

スタンプ販売中！「 龍柱会議 」で
検

索

平和をつないで、
　　　　未来へと

①

て
歴
史
や
当
時
の
状
況
を
学
び
、
各
学
校
で
の

平
和
学
習
に
活
か
し
ま
す
。

県
外
と
の
交
流
を
通
し
て

学
校
の
外
で
も
平
和
学
習
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
那
覇
長
崎
平
和
交
流
事
業　

青
少
年
ピ

ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
派
遣
」、
平
和
の
尊
さ
を
学

び
、
平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
や
次
の
世
代

へ
継
承
す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
、
市
が
平

成
８
年
か
ら
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
市

内
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
生
徒
を
長
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
「
青
少
年
ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
派
遣
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
生
徒
と

交
流
す
る
な
か
で
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
ん
だ
内
容
を

母
校
に
持
ち
帰
り
、
他
の
生
徒
た
ち
に
向
け
て

発
信
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
３
年
に
１
度
、
長
崎
市
の
中
学
生
が
沖

縄
を
訪
れ
、
沖
縄
戦
に
つ
い
て
学
ぶ
「
少
年
平

和
と
友
情
の
翼
」
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま

す
。
長
崎
市
と
那
覇
市
の
中
学
生
が
一
緒
に
慰

霊
碑
や
戦
跡
を
巡
り
、
交
流
し
な
が
ら
平
和
に

つ
い
て
学
ぶ
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
に
平
和
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
、
学
校
と
協
働
に
よ
り

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

①
那
覇
長
崎
平
和
交
流
事
業
青
少
年
ピ
ー
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
派
遣
前
に
沖
縄
戦
の
事
前
学
習
を
行

う
中
学
生
た
ち 

②
対
馬
丸
記
念
館
の
案
内
パ
ネ

ル
な
ど
の
英
訳
に
取
り
組
む
上
山
中
学
校
の
３

年
生
（
平
成
30
年
度
）
③
小
中
学
校
の
平
和
教

育
担
当
教
員
研
修

③②
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生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

 

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
広
報
シ
リ
ー
ズ
第
１
回

社
協
って
、
な
ぁ
に
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
８
５
７・７
７
６
６

那
覇
市 

就
職
・
生
活
支
援
パ
ー
ソ
ナ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（仮称）那覇市新文化芸術発信拠点
施設（新市民会館）の名称募集

社
協
に
つ
い
て
、
福
祉
を
学
び
た
い
「
ふ
く
ち
ゃ
ん
」
が
、
社
協
で
地
域
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る「
み
ま
も
り
た
い
ぞ
う
く
ん
」に
聞
き
ま
し
た
。

ハ
イ
タ
～
イ
。
ま
ず
“
社
協
”
っ
て
よ
く

耳
に
す
る
け
ど
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い

る
の
？社

協
は
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
略
で
、

社
会
福
祉
の
こ
と
を
専
門
に
行
う
民
間
の

福
祉
団
体
の
こ
と
な
ん
だ
。
す
べ
て
の
都
道
府

県
、
市
町
村
に
あ
る
ん
だ
よ
。
那
覇
市
社
協
は

ち
ょ
っ
と
し
た
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
、

困
り
事
を
抱
え
て
い
る
市
民
に
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
や
生
活
の
課
題
を
相
談
す
る
窓
口
と
な
っ
て

い
る
ん
だ
よ
。

　
地
域
全
体
を
良
く
す
る
た
め
、
市
民
や
行
政
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
自
治
会
、
N
P
O
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
と
協
力
し
て
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
ん
だ
。

地
域
の
た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
活
動
や
取

組
が
あ
る
の
？

地
域
が
つ
な
が
る
見
守
り
・
助
け
合
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
る
ん
だ
！

例
え
ば
地
域
か
ら
孤
立
し
な
い
よ
う
声
か
け
を

行
う
「
地
域
見
守
り
隊
の
推
進
」
や
居
場
所
づ

く
り
と
な
っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン 

」、
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
な
ど
を

行
う
「
地
域
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、

子
ど
も
食
堂
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
子
ど
も
支
援

団
体
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
見
守
り
・
助
け
合
え
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
ん
だ
。

何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
社

協
に
相
談
に
行
け
ば
い
い
の
？

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事
や
ど
こ
に
相
談
に

行
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
ま

ず
は
社
協
に
相
談
す
る
の
も
良
い
と
思
う
よ
。

　

社
協
が
行
う
事
業
を
活
用
し
た
り
、
適
切
な

相
談
先
に
つ
な
い
で
、
問
題
の
解
決
の
お
手
伝

い
を
す
る
よ
。

　

ま
た
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
専
門
家
の

無
料
相
談
も
行
っ
て
い
る
か
ら
安
心
し
て
相
談

し
て
ね
。社協

で
は
他
に
ど
ん
な
相
談
や
活
用
が
で

き
る
の
？

た
と
え
ば
、
介
護
保
険
事
業
（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
老
人
憩い
こ
いの
家
、

児
童
館
の
運
営
を
行
っ
て
い
て
、
地
域
で
幅
広

高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
の
お
手
伝
い
を
、
週
1
回
程
度
行
う
身
近

な
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
生
活
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
≪
生
活

支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
≫
ゴ
ミ
出
し
、

簡
単
な
清
掃
、
買
い
物
代
行
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

30
分
程
度
（
活
動
手
当
1
回
３
０
０
円
）　

日 

①
７
月
10
日
（
水
）
10
時
～
12
時
（
受
付
9

時
45
分
）　
場 

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
4

階
４
０
２
研
修
室　
日 

②
7
月
31
日
（
水
）
10

時
～
12
時
（
受
付
9
時
45
分
）　
場 
小
禄
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
大
広
間　
対 

市
内
で
活
動

が
で
き
る
18
歳
以
上　
定 

20
人　
費 
無
料　

問 

那
覇
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
８
５
７・７
７
６
６

市内小学校における福祉体験学習の様子
(車イス体験)

楚辺区自治会で開催されている“ ふれあい・いきい
きサロン”『しあわせサロン』

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
社
協
の
強
み
を
活
か

し
な
が
ら
、
利
用
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
ん
だ
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
活
動
の
支
援
を

行
う
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

福
祉
に
つ
い
て
幅
広
く
や
っ
て
い
る
の
が

社
協
な
ん
だ
ね
！

そ
う
だ
よ
、
こ
れ
か
ら
も
社
協
に
つ
い
て

ふ
く
ち
ゃ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、
シ
リ
ー

ズ
で
お
伝
え
す
る
よ
。

た
い
ぞ
う
く
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　那覇市 就職・生活支援パーソ
ナルサポートセンターでは、「失
業などにより経済的な問題で生
活に困っている」、「引きこもり
やニートなど働くことに不安を
抱えている」、「家族のことで悩
んでいる」など、生活や就職の
問題を抱えている人の自立の相
談に乗っています。
　昨年は、年間約 1,000 件の新
規相談がありました。
　センターでは次の自立支援を
行っています。

（ただし、生活保護受給者は支援
対象外となります。）

①自立相談支援（あなただけの支援プランを作ります）
②住居確保給付金の支給（家賃相当額を支給します）
　※就労に向けた支援。一定の条件あり
③就労訓練（柔軟な働き方による就労の場の提供）
④一時生活支援（衣食住の相談）
⑤生活困窮世帯の子どもの学習支援

那覇市 就職・生活支援パーソナルサポートセンター
※バスターミナルビル 6 階（グッジョブセンターおきなわ内）
開所時間：月～金曜日 9 時～ 17 時（祝日、慰霊の日、
　　　　　年末年始を除く）
受付時間：9 時～ 16 時（12 時～ 13 時を除く）
☎９１７－５３４８　※面談の予約をおすすめします。

○那覇市就職・生活なんでも相談
　会（真和志地区）の開催
相談無料・予約不要となっていま
すのでお気軽にご相談ください。
場所：市保健所　３Ｆ第一会議室
日時：６月 17 日（月）10 時　　
～ 16 時（15 時 30 分受付終了）○生活困窮者就労訓練事業の認定を行

っています
詳しくは、那覇市ホームページ（生活困窮者就
労訓練事業で検索）または、保護管理課自立支
援班（☎８６１－５１９３）までお問い合わせ
ください。

２０２１年度（令和３年度）に（仮称）那覇市新文化芸術発信拠点施
設（新市民会館）が開館します。施設が、多くの人に愛され、親しまれ、
広く活用してもらえるよう、施設全体の名称を募集します。

■募集期間　６月３日（月）～６月２７日（木）
■応募資格　市内に在住、在勤、在学の人。※一人３点まで
■応募方法　必要事項を記入の上、応募箱へ投函または郵送、ファッ
クス、電子メールで応募してください。募集専用サイトからも応募す
ることができます。
■応募用紙の配布および応募箱の設置場所
那覇市役所（１階総合案内）、真和志支所、小禄支所、首里支所、なは
市民協働プラザ（２階）、中央図書館、小禄南図書館、首里図書館、若
狭図書館、石嶺図書館、繁多川図書館、牧志駅前ほしぞら図書館
◎応募用紙は那覇市ホームページからもダウンロードできます。

　※応募方法などの詳細につきましては、応募用紙または那覇市ホー
ムページをご覧ください。文化振興課　☎９１７－２３９５

旭橋駅 県庁前駅

沖
縄
県
庁

グ
ッ
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
お
き
な
わ

　（
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
６
階
）

那
覇
市
役
所
開
南
小

久茂地交差点

琉球新報
ビル●

●ローソン 県警本部●

国道 58 号線
◀空港

古
波
蔵
▼

開南▶

たいぞうくん
ふくちゃん

問い合わせ　那覇市 就職・生活
支援パーソナルサポートセンター
☎９１７－５３４８



2019年（令和元年）6月3

平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日
）
に
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
次

の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
中
（
平
成
30
年
１
月
１
日
～

平
成
30
年
12
月
31
日
）
に
寄
附
の
あ
っ
た

８
６
７
５
万
５
千
円
＋
基
金
運
用
利
息
収
入

14
万
５
６
７
０
円
＋
昨
年
度
事
業
残
額
１
３
３

円
（
計
８
６
９
０
万
８
０
３
円
）
を
左
表
事
業

に
活
用
し
ま
す
（
千
円
未
満
の
端
数
は
次
年
度

の
持
ち
越
し
分
と
し
て
扱
い
ま
す
）。

ご
寄
附
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ま
の
ご
厚

意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
期
待
に
添

え
る
よ
う
な
那
覇
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

那
覇
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
の
状
況

企
画
調
整
課
☎
８
６
２
・
９
９
３
７　

87,895,089円

2,093件

金額

お申込み件数
平成31 年度事業

「思春期の心と体」のための意識啓発事業 給付型奨学金事業

那覇市地域防災計画整備業務 活き活き人材育成支援施設整備事業

災害備蓄品整備事業 小学校環境整備事業（トイレ整備）

協働によるまちづくり推進事業 中学校環境整備事業（トイレ整備）

なは市民活動支援センター管理運営事業 子ども寄添支援員（SSW）配置事業

那覇市人材データバンクモデル事業 那覇市水産業機能強化事業

高規格救急車購入事業 民間資金調達促進マッチング事業

小禄南出張所整備事業 沖縄国際映画祭関連事業

障害福祉サービス等給付費 那覇三大祭り支援事業

子どもの貧困対策推進交付金事業 貸切バス乗降場・待機場整備事業

子供の貧困緊急対策事業 明治橋貸切バス待機場整備事業

妊婦健康診査事業 プロ野球キャンプにぎわい創出事業

産婦健康診査事業 温暖化対策啓発事業

2 歳児歯科健康診査事業 環境啓発事業

子育て世代包括支援センター（母子保健型）運営事業 犬猫適正飼養推進事業

市民文化育成発信事業 飼い主のいない猫の不妊去勢手術実施事業

待機児童解消加速化事業 都市計画マスタープラン策定事業

こどものみらい応援プロジェクト推進基金積立金 総合公共交通の推進事業

潜在保育士の再就職応援給付事業 亜熱帯庭園都市の道路美化事業

こども医療費助成事業 公園施設長寿命化対策支援事業

新たに妊婦歯科健診の費用を助成します みんなで考えよう、救急車の適正利用！

「今、本当に必要としている人のために、
　皆様のご理解とご協力をお願いします！」

地域保健課☎８５３-７９６２
消防局 救急課☎８６７-１１９９

　妊婦さんに対し、1回分の歯科健診費用を助成します。妊娠中は
ホルモンバランスの変化やつわりの影響で、お口の環境が悪くなり
やすくなります。おなかの赤ちゃんのためにも歯科健診を受けまし
ょう。
　健診には受診票が必要です。詳しくは6月以降保健所ホームペー
ジを確認するか、地域保健課まで問合わせください。

　6月4日～10日は「歯と口の健康週間」です。歯や口は、食べる、会話する、呼
吸するなど、日常生活において重要な器官です。
　沖縄県の平成29年度3歳児むし歯有病者率、12歳児の1人平均むし歯数は
全国ワースト1位で、全国平均と比較すると大きな健康格差があります。
　また、歯を失う原因の第1位は歯周病で、日本人の40歳代の約45％が歯周
病だといわれています。
　さらに、歯周病は糖尿病や肥満、動脈硬化、心疾患、肺炎と体全体に関わりま
すので、歯やお口の健康管理を行うことが全身の健康づくりへと繋がります。
　みんなで「大切な歯やお口を守る7か条」を実践しましょう。 

　市における平成30年中の救急出動件数は19,844件と過去最多
となりました。平均すると、救急車は約30分に1回の割合で出動し
ていることになります。
　また、搬送件数の約60%が軽症者（入院不必要者）で、市の限ら
れた救急車（7台）が余儀なく使用されています。明らかに軽いケガ

（かすり傷等）や症状で、自己受診が可能であれば、自家用車や公
共交通機関などを利用するようご理解とご協力をお願いします。
　緊急性が高いなど救急車を本当に必要としている場合は、119
番通報で救急車を要請してください。

■対象者
那覇市に住民票があり、平成31年4月1日以降に親子（母子）健康手帳の
交付を受けた妊婦さん。

■健診内容
問診、歯科診察、歯科保健指導、フッ化物洗口または塗布。

■健診費用
健診は無料。ただし治療等を行った場合は、保健診療。　

■受診票
那覇市保健所の親子(母子)健康手帳交付窓口で6月3日
から交付。

■健診場所
那覇市が委託する市内の歯科医療機関

大切な
歯やお口を守る
7か条！
健康増進課☎853-7961

食事の時、ひと口20回は
噛むようにしましょう。
よく噛むと、歯や口の病
気予防、脳の活性化、肥
満防止など健康効果を生
み出します。

1.良く噛む！ 4.フッ素の活用
フッ素配合の歯磨剤やジ
ェルを活用することで歯
の表面が強化されます。
学校などでフッ化物洗口
を実施するとさらに効果
アップ！

ブラッシングで歯垢をし
っかり落としましょう。
歯間ブラシやフロスを活
用しましょう。

2.セルフケア

歯みがき粉

決まった時間にバラン
スの良い食事を摂りま
しょう。
甘いものをダラダラ食
べるとむし歯になりや
すい環境になります。

3.正しい食習慣

定期健診を受けましょう。
磨きづらい部分はクリーニ
ングしてもらいましょう。

5.かかりつけ歯
科医をもとう 唾液には、むし歯の予防

や殺菌作用など多くの働
きがあります。
「唾液腺マッサージ」で
検索！

7.唾液を出そう

顎下腺の
マッサージ

お口の体操は口の機能低
下を防ぎ、脳への刺激に
もなります。
「健口体操」で検索！

6.お口の体操



Information

日 日時　内 内容　費 費用
期 期間　対 対象　申 申込み
場 場所　定 定員　問 問合わせ

講座・催し物などで特に記載のないも
のは誰でも参加可（申込み不要）です。

お
知
ら
せ

投
票
所
の
整
理
統
合

洋
上
投
票
制
度

識
名
霊
園 

市
民
共
同
墓
は
随
時
申
込
受
付
中

児
童
手
当
の
「
現
況
届
」
は
６
月
中
に

土
曜
日
実
施
の「
集
団
健
診
」

消
費
税
増
税
に
伴
う
介
護
保
険
料
額
の
軽
減

ひ
と
り
親
家
庭
対
象
！
進
学
費
用
相
談

障
害
基
礎
年
金
の
障
害
状
態
確
認
届（
診
断
書
）

の
作
成
期
間
拡
大

大
腸
が
ん
検
診
が
無
料
に
な
り
ま
す

エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
な
ど
の
無
料
匿
名
検
査

20
～
30
代
の
た
め
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
ご
み

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

６
月
乳
幼
児
健
診

市
内
に
設
置
し
て
い
る
投
票
所
の
う
ち
同
じ
投
票

所
、
近
接
す
る
投
票
所
に
あ
る
投
票
所
を
54
か
所

か
ら
49
か
所
に
整
理
統
合
し
ま
し
た
。
次
の
３
か

所
は
２
つ
あ
る
投
票
区
が
１
つ
に
統
合
さ
れ
、
２

か
所
は
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

・
城
北
小
に
あ
る
２
投
票
所
→
校
内
で
１
投
票
所

・
古
蔵
中
に
あ
る
２
投
票
所
→
校
内
で
１
投
票
所

・
上
山
中
に
あ
る
２
投
票
所
→
校
内
で
１
投
票
所

・
神
原
中
学
校
→
神
原
小
学
校
に
統
合

・
金
城
中
学
校
→
金
城
小
学
校
に
統
合

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
９
５
１
・
３
２
１
５

日
本
国
外
の
区
域
を
航
海
す
る
船
舶（
指
定
船
舶
）

に
乗
船
す
る
船
員
・
実
習
生
が
利
用
で
き
る
不
在

者
投
票
制
度
の
ひ
と
つ
に
、船
舶
か
ら
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
装
置
に
よ
っ
て
投
票
す
る「
洋
上
投
票
制
度
」が

あ
り
ま
す
。洋
上
投
票
に
は
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
投
票

用
紙
の
交
付
を
受
け
る
な
ど
、事
前
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。ま
た
、船
員
は
船
員
手
帳
な
ど
、実
習

生
は
練
習
船
実
習
生
証
明
書
を
添
付
の
上
、市
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
選
挙
人
名
簿
登
録

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。洋

上
投
票
制
度
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
洋
上
投
票
の
対
象
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お

よ
び
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
９
５
１
・
３
２
１
５

【
使
用
資
格
】
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
（
外
国
人
住
民
は
永

住
者
ま
た
は
特
別
永
住
者
）
、
②
祭
祀
を
主
宰
す

る
人
、
③
焼
骨
（
分
骨
は
除
く
）
を
所
持
し
て
い

る
人
、
④
使
用
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
１
年
以
内

に
焼
骨
を
埋
蔵
で
き
る
人
※
③
、
④
に
つ
い
て
は
、

生
前
予
約
を
除
く

【
受
付
場
所
】
環
境
保
全
課
（
本
庁
舎
７
階
）

【
受
付
時
間
】
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
12

時
～
13
時
は
除
く
）

※
識
名
霊
園
内
の
南
納
骨
堂
は
老
朽
化
の
た
め
、

令
和
３
年
５
月
に
閉
鎖
し
ま
す
。
現
在
使
用
し
て

い
る
人
は
、
早
め
に
市
民
共
同
墓
ま
た
は
お
寺
等

へ
の
改
葬
（
焼
骨
の
移
動
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１
・
３
２
２
９

現
況
届
は
、
児
童
手
当
受
給
者
の
所
得
状
況
、
児

童
の
養
育
状
況
を
確
認
し
、
引
き
続
き
受
け
ら
れ

る
か
を
決
定
す
る
大
切
な
届
出
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

６
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）
※
郵
送
の

場
合
は
、
６
月
30
日
（
日
）
ま
で
の
消
印
有
効

【
現
況
届
と
一
緒
に
提
出
す
る
主
な
必
要
書
類
】

・
受
給
者
（
口
座
名
義
人
）
の
健
康
保
険
証
の
写

し
ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書
（
令
和
元
年
６
月
１

日
に
お
い
て
、
受
給
者
が
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
の
み
）

・
そ
の
他
、
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
提
出
が
必
要

な
書
類
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
自
宅
に
届

く
関
係
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】
市
役
所
本
庁
３
階
44
番
窓
口

※
ご
自
宅
に
届
い
た
書
類
に
返
信
用
封
筒
が
入
っ

て
い
る
場
合
は
、
郵
送
で
も
受
付
し
て
い
ま
す
。

問
子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

　

７
月
20
日
（
土
）
８
時
15
分
～
11
時

　

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

特
定
健
診（
120
）

大
腸
（
150
）
胃
（
120
）
肺
（
150
）
子
宮
（
120
）

乳
マ（
40
）　

健
康
診
査
▼
20
歳
～
39
歳
の
国
保

加
入
者
、
特
定
健
診
▼
40
歳
～
74
歳
の
国
保
加
入

者　

県
健
康
づ
く
り
財
団
☎
８
８
９
・
６
４
５
２

U
RL：
w
w
w
.ganjuu.or.jp【
ネ
ッ
ト
予

約
受
付
】
６
月
３
日（
月
）～
16
日（
日
）【
電
話
予

約
受
付
】
６
月
19
日（
水
）～
21
日（
金
）
８
時
30

分
～
12
時
/

13
時
～
16
時

問
特
定
健
診
課
☎
８
６
２
・
０
５
６
４

10
月
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
の
軽

減
強
化
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
段

階
が
第
１
段
階
～
第
３
段
階
ま
で
の
市
町
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
人

問
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課
☎
８
６
２
・
９
０
１
０

お
子
さ
ん
が
大
学
な
ど
に
就
学
す
る
際
に
必
要
な

資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。貸
付
に
は
要
件
が

あ
り
、申
請
を
受
け
て
か
ら
面
接
、審
査
を
得
て
１

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。問
子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

令
和
元
年
８
月
以
降
、
障
害
状
態
確
認
届
（
診
断

書
）
の
作
成
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
８
月
生
ま
れ
の
人
か
ら
提
出
期
限
（
誕
生
日

月
末
日
）
の
３
か
月
前
に
障
害
状
態
確
認
届（
診

断
書
）が
日
本
年
金
機
構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
ハ
イ
サ
イ
市
民
課
☎
８
６
１
・
６
９
０
１

　
国
保
加
入
者
、
後
期
高
齢
者
、
生
活
保
護
受
給

者
、
協
会
け
ん
ぽ
被
扶
養
者
な
ど
、
職
場
や
医
療

保
険
で
の
検
診
の
助
成
が
な
い
人

【
実
施
期
限
】
令
和
2
年
３
月
31
日
ま
で

※
受
診
券
が
手
元
に
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
者
▼
国
保
証
１
枚
で
受
診
可
能

国
保
加
入
者
以
外
▼
保
険
証
と
受
診
券
が
必
要

問
保
健
所
健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

①
即
日
無
料
匿
名
検
査
（
要
予
約
）

　

月
・
水
・
金　
６
月
３
日
～
７
日
は
毎
日

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
13
時
～
15
時

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒

②
エ
イ
ズ・梅
毒
無
料
匿
名
夜
間
検
査（
要
予
約
）

　

６
月
５
日
（
水
）
17
時
～
20
時

③
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
）
検
査

（
要
予
約
）
※
市
民
対
象

　

月
・
水
・
金

　
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、
13
時
～
15
時

※
肝
炎
検
査
は
初
め
て
の
人
の
み
無
料

　

①
②
③
共
通　

市
保
健
所（
相
談
室
１
０
５
）

問
保
健
所
保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

　

６
月
11
日
（
火
）
25
日
（
火
）
９
時
～
11
時

　

市
保
健
所
１
階　

身
体
測
定
、血
液・尿
検
査
、

保
健
・
栄
養
指
導
（
１
時
間
程
度
で
終
了
予
定
）

　

20
代
～
30
代
の
市
民
（
国
保
加
入
者
は
特
定

健
診
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

無
料　
　

電
話
予
約

問
保
健
所
健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

市
で
は
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
減
量

化
お
よ
び
資
源
循
環
利
用
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
使
い
捨
て

容
器
や
割
り
ば
し
な
ど
を
使
わ
ず

に
、
洗
浄
・
消
毒
し
繰
り
返
し
使
え

る
「
リ
ユ
ー
ス
食
器
」
を
利
用
し
た
、

環
境
に
や
さ
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
部
活
動
や
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
場
合
に
は
、
１
か
月
前
ま
で

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
リ
ユ
ー
ス
食

器
の
利
用
に
は
、
表
の
と
お
り
衛
生
管
理
料
が
発

生
し
ま
す
。
（
プ
ラ
ザ
棟
ス
タ
ッ
フ
の
出
張
サ
ポ

ー
ト
も
相
談
対
応
し
て
い
ま
す
）
問
エ
コ
マ
ー
ル

那
覇
プ
ラ
ザ
棟
☎
８
８
９
・
５
３
９
６

区分 使用期間 使用料金 募集数
直接合葬 永年 30,000円/壺

16,493壺
生前予約 永年 30,000円

1体用
12年 82,000円

1,697室
32年 169,000円

2体用
12年 164,000円

703室
32年 338,000円

特殊壇
12年 238,000円～

31室
32年 586,000円～

1体用 5年 25,000円 720室

2体用 5年 50,000円 407室

特殊壇 5年 100,000円 32室

参拝室 1時間 500円

合
葬
式
墓
地

合
葬
室

合
葬
用
納
骨
室

短
期
収
蔵

納
骨
室

平成３０年度

所得段階 保険料割合 年額 月額

第1段階 0.45 38,100円 3,175円

第2段階 0.75 63,492円 5,291円

第3段階 0.75 63,492円 5,291円

令和元年度（平成３１年度）

所得段階 保険料割合 年額 月額

第1段階 0.375 31,752円 2,646円

第2段階 0.625 52,920円 4,410円

第3段階 0.725 61,380円 5,115円

➡

期

場 場対

内

日 日日日 内費

申

検診名 検査項目 集団検診 個別検診
胃がん

（40歳以上） バリウム 1,000円 1,500円

大腸がん
（40歳以上） 便潜血 無料 無料

肺がん・結核
（40歳以上）

レントゲン 400円 400円
レントゲン＋

喀啖検査 1,100円 1,100円

子宮がん
20歳以上の
偶数年齢

頸部 800円 1,000円

乳がん
40歳以上の
偶数年齢

マンモ 700円 900円

エコー — 600円

歯周病
40,50,60,70歳 口腔内 — 1,300円

※年齢は、令和2年3月31日時点での年齢です。
※後期高齢者、生活保護受給者は、自己負担はありません。
詳しくは、市ホームページで確認、健康増進課までお問い合わせください。

日場

対

定

申

返却時の状態 食器洗浄機で
洗浄済 手洗い済 汚れ有

衛生管理料 無料 ７円/回 14円/回

通知時期 受診可能な
期間 健診日および受付時間

前期 3か月頃 6か月未満
まで

2日（日）・16日（日）・
30日（日）

13時〜15時

後期 9か月頃 1歳未満まで
2日（日）・16日（日）・
30日（日）

9時〜10時45分

1歳6か月
児健診 1歳8か月頃 2歳未満まで

6日（木）・13日（木）・
20日（木）・27日（木）
13時〜14時30分

3歳児健診 3歳6か月頃 4歳未満まで
4日（火）・11日（火）・
18日（火）・25日（火）
13時〜14時30分

乳
児
健
診

※お子さんの健診時期に個別通知を行っています
　（年間予定はホームページに掲載）
　 市保健所（与儀在）　　　地域保健課☎853‐7962場 問

対

対

2019年（令和元年）6月 4



国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
特
設
サ
イ
ト
で
軽
減
税

率
制
度
概
要
と
軽
減
税
率
制
度
の
説
明
会
開
催
日

程
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
那
覇
税
務
署
☎
８
６
７
・
３
１
０
１

北
那
覇
税
務
署
☎
８
７
７
・
１
３
２
４

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
2
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。 国

税
事
務
所・税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
安
定
器
の
期
限
内
処
理
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

10
月
に
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
の

と
同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、

消
費
税
率
が
10
％
と
８
％
の
複
数
税
率
と
な
り
ま

す
。
制
度
実
施
に
伴
い
、
請
求
書
な
ど
へ
の
記
載

事
項
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は
、
蛍
光
灯
等
電
気
機
器
の
絶
縁
油
な

ど
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
た
化
学
物
質
で
す
。

人
体
に
有
害
な
た
め
昭
和
47
年
以
降
製
造
が
禁
止

さ
れ
、
使
用
中
の
も
の
も
含
め
て
指
定
期
限
ま
で

に
廃
棄
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
処
理
手

続
き
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
次
の
対
象
建
物

の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
照
明
器
具
な
ど
に
Ｐ
Ｃ

Ｂ
含
有
安
定
器
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
、
速
や

か
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
般
家
庭
用
の
蛍
光
灯
な
ど
の
安
定
器
に
は
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
使
用
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
３
月
ま
で
に
建

築
・
改
修
さ
れ
た
建
物
（
工
場
や
ビ
ル
な
ど
）

　

令
和
3
年
３
月
31
日
ま
で
（
こ
れ
以
降
、
処

理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
）

問
廃
棄
物
対
策
課

☎
９
５
１
・
３
２
３
１

令和元年10月1日以降、追加で記載する事項
　①軽減税率の対象品目であること　　

②税率ごとに合計した税込対価の額

対期

６
月
23
日
の
「
慰
霊
の
日
」
に
糸

満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
で
、

「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
を
開

催
し
ま
す
。
式
典
当
日
に
、
会
場

行
き
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

【
時
間
】
８
時
～
10
時

（
約
20
分
間
隔
で
運
行
）

【
乗
場
】
沖
縄
県
庁
旧
議
会
棟
前
※
パ
レ
ッ
ト
久

茂
地
側
で
は
な
く
、
沖
縄
県
警
察
本
部
側

※
式
典
終
了
後
は
、
同
公
園
か
ら
県
庁
行
き
の
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
沖
縄
県
保
護
・
援
護
課
☎
８
６
６・２
４
２
８

那
覇
市
は
、
２
０
２
１
年
に
市
制
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
市
へ
の
愛
着
を
深
め
、
未
来
へ
の
さ

ら
な
る
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
記
念
事
業
に

使
用
す
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
中
で
す
。

　

６
月
14
日
（
金
）
ま
で 

【
応
募
点
数
】
１
人
５
点
ま
で
応
募
可

【
応
募
方
法
】
郵
送
、
持
参
、
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
企
画
調
整
課

☎
８
６
２
・
９
９
３
７

自
治
会
や
通
り
会
、P
T
A
、5
世
帯
以
上
の

グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、保
安
灯
の
設
置（
ま
た
は

L
E
D
切
替
）お
よ
び
電
気
料
の
補
助
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
※
補
助
に
は
設
置
工
事
前
の
申
請

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
補
助
額
】

《
設
置
》１
灯
に
つ
き
最
大
５
万
円（
最
大
５
灯
）

《
電
気
料
》灯
数
お
よ
び
種
類
に
よ
り
金
額
決
定
。

L
E
D
10
W
タ
イ
プ
で
１
灯
あ
た
り
年
額

１
６
８
０
円
程
度　

６
月
28
日（
金
）ま
で

問
市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２
・
９
９
３
０

　

市
内
に
６
か
月
以
上
事
業
所
を
有
し
、
継
続

し
て
同
一
の
業
種
に
属
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る

も
の
（
特
別
小
口
は
１
年
以
上
）　
随
時
受
付
中

（
融
資
枠
に
達
し
次
第
、
締
切
り
ま
す
）

【
奨
学
生
の
要
件
】（1）
沖
縄
県
内
に
あ
る
大
学
等
へ

進
学
す
る
者

（2）
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者

（3）
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

（4）
保
護
者
が
本
市
に
３
年

以
上
引
き
続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
者

【
応
募
資
格
】奨
学
生
の
要
件
を
満
た
し
、
次
に

該
当
す
る
者

（1）
高
等
学
校
等
に
在
籍
し
、翌
年
の
３

月
末
に
卒
業
予
定
の
者

（2）
高
等
学
校
卒
業
程
度
認

定
試
験
に
合
格
後
１
年
以
内
の
者

【
採
用
人
数
】
10
人
以
内

【
奨
学
金
の
内
容
】
返
済
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

○
入
学
支
度
金
上
限
28
万
２
千
円
（
１
回
限
り
）

○
修
学
奨
学
金
上
限
72
万
円

　

７
月
16
日（
火
）～
８
月
５
日（
月
）※
土・日
及

び
祝
日
を
除
く
平
日
8
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

【
願
書
配
布
開
始
】６
月
３
日（
月
）か
ら

問
生
涯
学
習
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
２

※
年
利
率
の
（　
）
内
は
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
を
３
か
月
以
上
実
施
し
た
場
合
の
金
利

申
込
か
ら
融
資
の
実
行
ま
で
に
平
均
２
か
月
ほ
ど

か
か
り
ま
す
の
で
計
画
的
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
商
工
農
水
課
☎
９
５
１
・
３
２
１
２

主
に
本
市
で
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
ま
た
は
行

お
う
と
す
る
団
体
お
よ
び
個
人
に
対
し
、
活
動
拠

点
と
な
る
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
担
当
窓
口
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。【
募
集
枠
】５
ブ
ー
ス

【
広
さ
】約
２
㎡【
月
額
利
用
料
】１
５
０
０
円

　

６
月
14
日（
金
）ま
で
問
な
は
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
１・５
０
２
４

日
６
月
６
日
（
木
）
19
時
～
20
時
30
分　

市
保

健
所
（
３
階
大
会
議
室
）　

糖
尿
病
の
正
し
い

知
識
や
予
防
方
法
、生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
い
て
、

専
門
医
と
管
理
栄
養
士
が
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

ま
す
。【
講
師
】屋
宜
宣
治
医
師（
屋
宜
内
科
医
院

長
糖
尿
病
専
門
医
）　

20
代
～
60
代
の
市
民
（
先

着
80
人
）　
無
料　

電
話
に
て
要
予
約

問
特
定
健
診
課
☎
８
６
２
・
０
５
６
４

日
７
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日
（
各

火
曜
日
）
10
時
～
12
時　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

　
読
み
聞
か
せ
の
方
法
や
絵
本
の
選
び
方
な
ど
、

読
み
聞
か
せ
の
基
礎
や
実
践
方
法
を
学
ぶ
。　

那
覇
市
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
読
み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、

受
講
後
に
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が

で
き
る
人
（
読
み
聞
か
せ
講
座
を
初
め
て
受
講
す

る
人
を
優
先
し
ま
す
）　

40
人
※
先
着
順　

無

料　

6
月
3
日（
月
）〜
定
員
に
達
し
次
第
締
切
。

来
館
ま
た
は
電
話
で
受
付
（
平
日
9
時
〜
17
時
）

問
中
央
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
２

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
動
き
を
促
す
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
的
視
点
を
持
っ
た
人
材
（
那
覇
人
・

な
は
び
と
）
の
発
掘
・
育
成
を
目
的
と
し
、
な
は

市
民
協
働
大
学
の
上
級
編
と
し
て
、
な
は
市
民
協

働
大
学
院
を
開
催
し
ま
す
。

　
７
月
～
11
月
頃
（
全
８
回
予
定
）
土
曜
日
９
時

30
分
～
12
時
を
予
定
（
平
日
夜
間
の
開
催
も
あ

り
）　
な
は
市
民
協
働
プ
ラ
ザ（
旧
銘
苅
庁
舎
）他

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
を
重
ね
て
き

た
人
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
人
や
地
域
に
対
し

て
の
課
題
意
識
が
あ
り
、仲
間
と
一
緒
に
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
人　
５
千
円　
30
人

　
６
月
10
日
（
月
）
～
7
月
5
日
（
金
）

問
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課
☎
８
６
１・３
８
４
６

令
和
元
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

沖
縄
県
庁
発
着
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
案
内

那
覇
市
市
制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
ロ
ゴ

マ
ー
ク・キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

保
安
灯
補
助
事
業
申
請
締
切
り
間
近

令
和
元
年
度
那
覇
市
小
口
資
金
融
資
募
集

那
覇
市
奨
学
生
の
募
集

７
月
入
居
分　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
ブ
ー
ス
入
居
団
体
等
募
集

糖
尿
病
予
防
講
演
会

読
み
聞
か
せ
養
成
講
座

な
は
市
民
協
働
大
学
院
受
講
生
募
集

募
　
集

期

対

申

期対

費

定

申

申

定

申

費
対

場

一般小口資金 特別小口資金
＊個人事業者のみ

資金使途 運転・転業、設備、
運転設備

運転、設備、
運転設備

限度額 ７５０万円

融資期間
運転・転業：５年以内

設備、運転設備：７年以内
(据置６か月以内)

年利率 1.80％（1.60%） 1.70％（1.50%）

担保 不要

保証料率 0.40％〜0.80％ 0.60%

連帯保証人

個人は原則不要、
法人については、
代表者が必ず連
帯保証人となりま
す。

不要

内

内

場

対

費

申

申

申

場

2019年（令和元年）6月5



日
６
月
30
日
（
日
）
８
月
10
日
（
土
）
９
月
８
日

（
日
）
10
月
20
日
（
日
）
11
月
24
日
（
日
）
全
５

回
14
時
～
16
時
（
８
月
10
日
は
星
空
観
察
会
の
た

め
19
時
〜
21
時
※
雨
天
の
場
合
は
17
日
に
延
期
）

　

首
里
公
民
館　

①
傘
袋
で
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
②

首
里
の
星
空
観
察
③
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
④
ポ

ン
ポ
ン
船
作
り
⑤
熱
気
球
を
飛
ば
そ
う

　
市
在
住
、
在
学
の
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生
の

親
子
（
20
組
）　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険

料
初
回
納
入
）　

６
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

消
印
有
効
【
申
込
方
法
】
往
復
は
が
き
（
往
信
裏

面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
電
話
番
号
④
申
込

者
・
保
護
者
と
児
童
名
⑤
児
童
の
学
校
名
と
学
年

を
記
入
）

問
首
里
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
５

日
７
月
13
日
（
土
）
13
時
～
16
時　
石
嶺
公
民
館

２
階
ホ
ー
ル　
南
極
越
冬
隊
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
講
話
、

昭
和
基
地
と
の
ネ
ッ
ト
中
継
、
南
極
の
氷
紹
介
、

防
寒
服
の
試
着
、
南
極
の
石

　
市
在
住
・
在
学
の
人
（
大
人
も
可
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

　
50
人　
無
料　
６
月
３
日
（
月
）～
21
日
（
金
）

問
石
嶺
公
民
館 

☎
９
１
７
・
３
４
４
７

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ヨ
ガ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
７
月
３
日（
水
）、10
日（
水
）、17
日（
水
）、

24
日
（
水
）
、
31
日
（
水
）
19
時
～
21
時　
石
嶺

公
民
館
２
階
ホ
ー
ル　
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人　
30
名
（
先
着
順
）　
無
料
（
た
だ
し
傷
害
保

険
料
１
人
２
5
０
円
）
個
人
で
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。　

６
月
12
日
（
水
）
～
28
日

（
金
）
来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
（
平
日
９
時

～
17
時
）

問
石
嶺
公
民
館

☎
９
１
７
・
３
４
４
７

日
６
月
29
日
（
土
）
10
時
～
12
時　
中
央
公
民
館

　
子
供
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
『
ス
ク
ラ
ッ

チ
』
を
使
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
た
り
動

か
し
た
り
と
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
学
ぶ
。

　

市
在
住
、在
勤
の
小
学
生
親
子（
３
年
生
以
上
）　

　
10
組
（
子
ど
も
１
人
、
大
人
１
人
）
先
着
順

　
無
料　
６
月
10
日
（
月
）
～
６
月
21
日
（
金
）

来
館
ま
た
は
電
話
に
て
受
付
（
平
日
9
時
〜
17

時
）
問
中
央
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
２

日
１
回
目
６
月
17
日
（
月
）
、
２
回
目
24
日

（
月
）
、
３
回
目
７
月
１
日
（
月
）
、
４
回
目
８

日
（
月
）
各
回
10
時
～
12
時　
小
禄
南
公
民
館
実

習
室
・
ホ
ー
ル
・
小
会
議
室
B　
産
後
の
不
安
・

不
調
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
「
マ
マ
ビ
ク
ス
」

で
す
っ
き
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
母
と
子
の
健
や

か
な
体
を
育
む
「
離
乳
食
作
り
」
や
親
子
の
絆
を

深
め
る
「
ア
ル
バ
ム
作
り
」
の
講
座
で
す
。

　
市
在
住
・
在
勤
で
6
か
月
〜
1
歳
6
か
月
の
第

1
子
を
子
育
て
中
の
人　
親
子
15
組
（
先
着
順
）

　
無
料
（
但
し
材
料
費
・
保
険
料
１
３
０
０
円
実

費
負
担
あ
り
）　

６
月
５
日
（
水
）
～
先
着
順

（
平
日
9
時
〜
17
時
）

問
小
禄
南
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
４

日
６
月
30
日（
日
）、７
月
21
日（
日
）、９
月
８
日

（
日
）、10
月
20
日（
日
）、11
月
24
日（
日
）全
５
回

10
時
～
12
時　

牧
志
駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館　

宇
宙
や
自
然
科
学
を
テ
ー
マ
に
工
作
や
実
験
、課

題
学
習
を
行
う
。　

市
在
住・在
学・小
学
校
１
年

生
～
３
年
生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者（
未
受
講
生

優
先
）　

50
組（
抽
選
）　
１
５
０
０
円（
教
材
費

・
保
険
料
初
回
納
入
）　
６
月
７
日（
金
）必
着
往

復
は
が
き
で
申
し
込
む（
往
信
裏
面
に
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
電
話
番
号
④
申
込
者・保
護
者
と
児

童
名
⑤
児
童
の
学
校
名
、学
年
を
記
入
）問
牧
志

駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館
☎
９
１
７・３
４
４
３

日
６
月
19
日
（
水
）
～
21
日
（
金
）
ま
で
の
３
日

間
、
各
回
13
時
30
分
～
16
時　
小
禄
南
公
民
館
視

聴
覚
室　
こ
れ
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
た

い
人
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
が
使
い

方
が
良
く
分
ら
な
い
人
を
対
象
に
「
入
門
～
基
礎

～
応
用
」
を
学
ぶ
講
座
で
す
。　
市
在
住
、
在
学
、

在
勤
の
人　
16
人
（
先
着
順
）　
無
料

　
６
月
５
日
（
水
）
～
13
日
（
木
）
平
日
９
時
～

17
時

問
小
禄
南
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
４

日
６
月
15
日
（
土
）
14
時
〜
16
時
ま
で　

首
里

公
民
館　
高
齢
化
に
よ
り
戦
争
体
験
者
の
声
を
聞

く
機
会
が
減
る
事
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
先
の
大

戦
で
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
沖
縄
で
、
こ
の

会
を
と
お
し
て
平
和
へ
の
想
い
、
命
の
尊
さ
を
訴

え
て
い
く
。　

市
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
人　

　

無
料
問
首
里
公
民
館
☎
９
１
７
・
３
４
４
５

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室「
子
ど
も  

わ
く
わ
く

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

首
里
公
民
館「
宇
宙
の
学
校
」

牧
志
駅
前
ほ
し
ぞ
ら
公
民
館「
宇
宙
の
学
校
」

市
民
講
座「
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
を
整
え
る
ヨ
ガ
」

市
民
講
座「
初
め
て
の
ス
マ
ホ
体
験
講
座
」

（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
編
）

乳
幼
児
学
級 

ぽ
っ
か
ぽ
か
ら
ん
ど

～
マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
～

首
里
公
民
館「
平
和
朗
読
会
」

「
な
は
教
育
の
日
」標
語・ポ
ス
タ
ー
原
画
作

品
募
集

石
嶺
公
民
館　
少
年
教
室

「
南
の
島
の
南
極
教
室
」 

in 

石
嶺
公
民
館

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
購
入
支
援
制
度

一般
市
民
対
象
救
命
講
習

【
標
語
】
テ
ー
マ
・
あ
た
ら
し
い
時
代
に
向
け
た

夢
や
希
望
、
挑
戦
【
ポ
ス
タ
ー
】
テ
ー
マ
・
教
育

か
ら
自
由
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
み
ん
な
が

楽
し
く
な
る
よ
う
な
絵　
市
内
の
小
中
学
生

　
７
月
５
日
（
金
）
ま
で

問
生
涯
学
習
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
２

陸
上
競
技
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
卓
球
、
水
泳
に
出
場
す
る
選
手
を
募
集
し

ま
す
。
日
10
月
５
日
（
土
）
※
種
目
に
よ
り
別
日

程
で
開
催　
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

等
※
種
目
に
よ
り
別
の
場
所
で
開
催
【
参
加
資

格
】
市
在
住
で
満
13
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者　
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
問
那
覇
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
☎
８
８
５
・
0
4
2
0

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
ま
た
は
生
ご
み
処
理
容
器
を
購
入

す
る
世
帯
に
予
算
の
範
囲
内
で
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。
※
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
購
入
す

る
前
に
必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
ご
み
処
理
機
▼
１
世
帯
１
台
ま
で

　
生
ご
み
処
理
容
器
▼
１
世
帯
２
台
ま
で

《
金
額
》本
体
価
格
の
３
分
の
２（
上
限
３
万
円
）

問
廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

費

内

内

内

内

場場

定

定

費

申費

申

対

対

申

対定

場

講習名 普通救命講習I

日時 6月25日（火）
9時〜12時

内容 心肺蘇生法（主に成人）、
AED

募集
期間

6月17日(月)
9時〜電話受付のみ

場所 消防局4階　講堂

対象 市内在住または
在勤・在学

定員 先着24人
（同時に2人まで申込可能）

問合せ 消防局救急課
☎867-1199

【利用時間】 月〜金 9時〜21時 土 9時〜17時
【休館日】 日曜・祝日・慰霊の日(6/23)・12/29〜1/3
☎951-3203 FAX 951-3204

なは女性センター
なは市民協働プラザ1階(銘苅2-3-1)

令和元年度「男女共同参画週間」
(6月23日～29日)のお知らせ
内閣府男女共同参画局では「男女共同参画社会基本法」の
公布・施行日である平成11年6月23日を踏まえ、毎年6月
23日～29日を「男女共同参画週間」として、様々な取組を
通じ、男女共同参画社会基本法の目的や基本理念について
理解を深めることを目指しています。今年度は「「学び」を通
じて、男性も女性も、ひとりひとりが、多様なライフキャリア
の形成と選択ができる社会の実現に向けたキャッチフレー
ズ」を募集し、以下の２作品が決まりました。●「男女共同参

「学」」 ●「知る 学ぶ 考える 私の人生 私がつくる」

｢思春期｣の子どもに伝える大切な人との関係づくり
〜「思春期の心と体プログラム」から学ぶ〜　
　市では市内全中学(17校)の１年生を対象に「思春期の心と体プログラム「じぶん」
とだれかのいろんな関係」を実施しています。このプログラムをおとな用にアレンジ
して開催します。
講師：奥間 智香枝（ＮＰＯ法人 おきなわＣＡＰセンタースペシャリスト・理事）
講師：米元 貴子（ＮＰＯ法人 おきなわＣＡＰセンタースペシャリスト）
日 ６月15日(土)14時～16時　　 なは女性センター　　 保護者･関心のある
人　　 30人(事前申込先着順)  ＊一時保育(２歳児以上未就学児)、手話通訳の
申込は6月7日(金)17時まで。市内在住･在勤･在学の人が対象となります。

考え方のクセを知る
～ストレスとうまくつきあうために～
講師：高良 恵利子（社会保険労務士・産業カウンセラー・

認定心理士）
日 ６月1日(土)14時～16時　　 なは女性センター学習室
　 関心のある人　　 30人(事前申込先着順)
＊一時保育(２歳児以上未就学児)、手話通訳については、お

問い合わせください。

対 定
場

場

場

場

場

内

内

費

費申
対

対

対
対申

定

定

申
費費

第
55
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
選
手
募
集

場
申

対場 対定

費

申

場

内

室
内
テ
ニ
ス
教
室

日
焼
け
を
気
に
せ
ず
イ
ン
ド
ア
で
楽
し
み
な
が
ら

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
沖
縄
県
体
協
ス
ポ
ー
ツ
会
館
２
階
体
育
館
（
奥

武
山
公
園
内
）　
通
年
（
１
か
月
４
回
制
）
※
コ

ー
ス
に
よ
っ
て
、
募
集
人
数
、
曜
日
、
時
間
帯
、

レ
ベ
ル
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
一
般
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
～
中

学
生
）　
一
般
の
部
月
謝
６
６
０
０
円
、
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
月
謝
５
６
０
０
円　
沖
縄
県
体
協
ス
ポ
ー

ツ
会
館
１
階
窓
口

問
沖
縄
県
体
育
協
会
☎
８
５
７
・
０
０
１
７

期

対

対

申

費

申

昨年度最優秀賞作品

対場
定

第34回レインボー交流会 テーマ「一緒にホタルを見に行こう」
主催：てぃーだあみ    （メール：tiidaami.okinawa@gmail.com）
　LGBTを含む性の多様性について語り合いたい人のための交流会です。 
日 ６月８日（土）19時～21時　　 末吉公園（那覇市首里末吉町1-3-1）集合：末吉
公園 管理事務所前      性の多様性を尊重する人     なし（申込み不要）
※雨天中止、保険料50円徴収します。懐中電灯をお持ちの人はご持参ください。

相談室｢ダイヤルうない｣
TEL098-861-7515　相談受付時間：月～土　９時～12時／13時～17時
●電話相談 ●面接相談(女性のみ) ●法律相談(予約制) ●性の多様性に関する相談

対
場

定

問
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日
６
月
２
日
（
日
）
10
時
～
16
時　
サ
ン
エ
ー
那

覇
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
２
階
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル

　
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
水
の
飲
み
比
べ
・
ア
ン

ケ
ー
ト
、
風
船
・
防
災
関
連
グ
ッ
ズ
の
無
料
配
布

（
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
先
着
３
０
０
人
に
配

布
し
ま
す
）
、
水
道
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
展
示
お
よ
び
表
彰
式
な
ど　
無
料

問
上
下
水
道
局
総
務
課
☎
９
４
１
・
７
８
０
１

漫
湖
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
作
戦
35

環
境
月
間
パ
ネ
ル
展

沖
縄
壺
屋
焼
10
人
展

第
二
回
そ
れ
ぞ
れ
の
貌
〜
そ
ば
マ
カ
イ
〜

日
６
月
29
日
（
土
）
９
時
（
受
付
８
時
30
分
）

～
10
時
45
分
※
希
望
者
の
み
観
察
会
11
時
～
11
時

30
分
、
悪
天
候
な
ど
で
開
催
で
き
な
い
場
合
は
７

月
13
日
（
土
）
に
順
延
予
定
。
延
期
の
場
合
に
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
前
日
ま
で
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　
漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
漫
湖
に
、
昔
の
よ
う

に
1
万
羽
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
こ
と
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
漫
湖
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
ゴ
ミ
拾
い
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
。　
当
日
受
付　
無
料

【
持
ち
物
】
マ
イ
コ
ッ
プ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
と
帽
子

問
環
境
保
全
課
☎
９
５
１
・
３
２
２
９

　
６
月
３
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）　
本
庁
舎
１

階
展
示
コ
ー
ナ
ー　
地
球
温
暖
化
防
止
、
ご
み
減

量
、
環
境
保
全
な
ど
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

問
環
境
政
策
課
☎
９
５
１
・
３
３
９
２

　
６
月
21
日
（
金
）
～
30
日
（
日
）
10
時
～
18
時

　
伝
統
工
芸
館
・
壺
屋
焼
物
博
物
館　
そ
れ
ぞ
れ

の
貌
（
か
た
ち
）
の
壺
屋
焼
き
の
展
示

問
伝
統
工
芸
館
☎
8
6
8
・
7
8
6
6

申内

内

内

費

場

場

場 期期パレット市民劇場
日 催　　　　　　　　物 開演 入　場　料

1（土） 第12回 さつき会 コンサート １８時 一般￥900
高校生以下￥500

2（日） 大藪祐歌門下生ピアノ発表会 13時 無　料

8（土） 第５回M's・Ballet Studio 発表会 16時30分 無　料

9（日） 高宮城凌×愛DUO RICITAL VOL.2 14時
一般￥2,500
学生￥1,500

（当日各￥500増）

12（水） クオーレコンサート 19時 ￥3,000
（当日￥500増）

14（金） 第20回 城間正テノールリサイタル 19時 ￥2,500
（当日￥300増）

15（土）
2019基地を笑え！お笑い米軍基地 15

18時30分 一般￥2,000
（当日￥1,000増）
高校生以下￥1,000
（当日￥500増）16（日） 15時

20（木） 6月の空に祈りを捧げよう
石坂美砂　シャンソンコンサート 19時

一般￥3,000
（当日￥500増）

学生￥2,000

22（土）
松川郁子コーラスグループ
「コーラスフェスタ２０１９」
Hawaiiへ行ってきます♪

18時 ¥1,900 

23（日）大河流新日本舞踊寛祥会　大河寛祥舞踊公演
夢を舞う 「令和」 ことほぎ舞の宴 17時30分 ¥2,500 

29（土） 日本新舞踊宗山流　江教室発表会
共に咲き誇る舞の華　煌いて 17時 ￥2,500

（当日￥500増）

30（日） 第19回　美空ひばりを歌う友の会
歌と踊りのチャリティーショー 17時30分 ￥1,500 

（当日￥300増）

那覇市民ギャラリー 

６/４（火）
〜

６/９（日）

第１展示室 myanmar ポートレイト　来世を願う民
（東　邦定） 写真

第2展示室 第４回　フォトクラブかりゆし　写真展
（フォトクラブかりゆし　我喜屋　功） 写真

第3展示室 上間勝子　水彩画展
（上間　勝子） 絵画

６/１１（火）
〜

６/１６（日）

第１展示室 フォトサークル“てぃんが〜ら”　第１４回　写真展
（フォトサークル“てぃんが〜ら”　嘉手川　穎） 写真

第2展示室 第１８回　はてるま　こう　写真塾生　写真展
（はてるま　こう写真塾　はてるま　こう） 写真

第3展示室 タイムスカルチャースクール「フォトアート教室」作品展
（タイムスカルチャースクール フォトアート教室 添石 幸安） 写真

６/１８（火）
〜

６/２３（日）

第１展示室 第１０回　添石幸安・艶子　夫婦展
（添石　幸安） 写真

第2展示室
二科　沖縄支部　絵画・彫刻

（一社）二科会写真部沖縄支部
（二科　沖縄支部　西村　貞雄）

絵画・彫刻・写真

第3展示室 第22回テイクＰの会
第１９回クラシックカメラの会　合同写真展（上原　隆昭） 写真

６/２５（火）
〜

６/３０（日）

第１展示室 僕の風景写真　天久ゆういち
（天久　勇市） 写真

第2展示室 第１８回　写真クラブ　真の会　写真展
（写真クラブ　真の会　天久　勇市） 写真

第3展示室 第１２回　グループ「空」　写真展
（グループ「空」　名渡山　愛文） 写真

入
場
無
料

那覇市ぶんかテンブス館
【利用時間】月9時～18時 火～日9時～22時  ※第2・4月曜休館

4Fテンブスホール　※満席の場合もあります。要予約。
主催/那覇市ぶんかテンブス館　問合せ先/098–868–7810

日　時 公演内容 費　用

６日（木）
19時

木曜芸能公演　百花繚乱
【創作エイサー】

出演 ：創作演武団SUZAKU 6月の
テーマ

【いのり】

【チケット】
一般

1,500円

高校生
1,130円

小・中学生
750円

１３日（木）
19時

木曜芸能公演　百花繚乱
【琉球舞踊】

出演 ： 玉城流踊い福楽（ふくら）
慰霊の日に向け

厳かで神聖な祈りの場を創作

２０日（木）
19時

木曜芸能公演　百花繚乱
花露 HANACHIYUー琉球古典音楽と

弦楽四重奏の響宴ー

２７日（木）
19時

木曜芸能公演　百花繚乱
【 クラシック 】

出演：ダンケ・チェンバー・アンサンブル
全身で感じる「祈り」の演奏を

森の家みんみん
タイトル 日時 集合場所 内容 定員 費用

空と森のお
さんぽ

6月1日(土)
10時〜１2時

森の家
みんみん

空と森から、末吉
公園の季節を楽
しむイベントで
す。

15人 一人3００円
(保険料含む)

安謝川クリー
ンアップ大作
戦

6月8日(土)
10時〜12時

森の家
みんみん

川・滝の清掃ボラ
ンティアです。き
もちいいです。

なし 無料

自然を感じる
ゲーム

6月15日（土）
10時〜12時

森の家
みんみん

自然ゲームで、
今の末吉公園を
感じよう。

15人 一人3００円
(保険料含む)

親子で森の
遠足

6月23日（日）
9時30分〜12時

森の家
みんみん

ガイドの解説で
那覇の森を楽し
む企画です。

15人 一人3００円
(保険料含む)

[受付時間]9時～18時　火曜休み
☎882-3195　ＦＡＸ882-3196

〔利用時間〕
平日9時～18時

創業に興味のある人や準備中の人、創業後の人、就職や転職活動中の人のための相談窓口です。
どうぞお気軽にご利用ください。（創業・就職関連書籍多数揃えています）

【住所】銘苅2-3-1なは市民協働プラザBコア地下1階　　※駐車場あり（2時間無料）	
　　　☎988-3163　（FAX）917-1281			 

■創業セミナー（受講料無料）　※電話またはＦＡＸで申込

■就職支援セミナー（受講料無料）　※電話で申込

（パレットくもじ9F）［開館時間］9時〜22時/火曜日休館
☎869-4880 FAX869-4883
※主催者の都合により内容が変更になる場合があります。

なはし サポートセンター・創業 就職

日時 タイトル 定員 講師
6/19（水）15時～17時 創業者講話「不動産屋だけど着物売ります！」 20人 真奈企画株式会社　伊佐尚子

6/27（木）14時～16時 信用保証協会を活用した
タンドールバルのオーナーへの道 20人 Tandoor Bal Cardamom

屋良尚哉

日時 タイトル 定員 その他
6/3（月）14時～15時30分 適職発見講座

各回
8人

※ハローワーク失業認定申 
　告書の求職活動実績対象

6/5（水）14時～15時30分 知っておきたい就活の基本
6/11（火）14時～15時30分 就職に役立つコミュニケーション術
6/13（木）14時～15時30分 仕事の探し方
6/17（月）14時～15時30分 相手に伝わる志望動機
6/21（金）14時～15時30分 お仕事紹介～事務～

［開館時間］１０時～１９時　［最終日閉館］１７時または１８時
月曜日休館　（パレットくもじ６Ｆ） ☎８６７－７６６３

催
し
物

第
61
回
水
道
週
間
in
サ
ン
エ
ー
那
覇

メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス

H
I
V
検
査
普
及
週
間
パ
ネ
ル
展
示

世
界
遺
産
解
説
会

第
20
回
サ
バ
ニ
帆
漕
レ
ー
ス

「
再
発
見
！
ウ
チ
ナ
ー
ぬ
食
」の
お
知
ら
せ

HAVA　
FU
N
!!!　
M
ARKET　
2nd

　

６
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）　

市
保
健
所
１

階
ロ
ビ
ー　

H
I
V
、エ
イ
ズ
に
つ
い
て

問
保
健
所
保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

日
６
月
16
日
（
日
）　
無
料

　
玉
陵
▼
11
時
～
12
時
※
事
前
予
約
不
要
。
直
接
、

玉
陵
の
券
売
所
前
に
５
分
前
ま
で
に
集
合

　
市
職
員
に
よ
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
世
界
遺

産
で
あ
る
玉
陵
に
つ
い
て
学
ぶ
。

問
文
化
財
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
１

日
６
月
30
日（
日
）　
座
間
味
村
古
座
間
味
ビ
ー
チ

～
那
覇
港
防
波
堤
沖（
宮
古
口
付
近
）

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

９
時
レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト（
座
間
味
村
古
座
間
味
ビ
ー
チ
）

12
時
順
次
フ
ィニッ
シュ（
波
の
上
う
み
そ
ら
公
園
沖
）

16
時
レ
ー
ス
終
了（
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
）

18
時
表
彰
式（
と
ま
り
ん
前
広
場
）

大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.photow
ave.jp/sabani_s

問
座
間
味
村
事
務
局

（
座
間
味
村
観
光
協
会
内
）

☎
９
８
７・２
２
７
７

日
６
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
）
10
時
～
18
時

　
カ
フ
ー
ナ
旭
橋
お
よ
び
沖
縄
県
立
図
書
館

　
新
沖
縄
料
理
を
テ
ー
マ
に
公
開
収
録
（
ゲ
ス
ト

▼
栗
原
は
る
み
さ
ん
、
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
）
、

リ
ア
ル
な
実
物
大
フ
ー
ド
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
食

事
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
島
野
菜
の
出
張
販
売
な

ど
。
詳
し
く
は
http://w
w
w
.nhk.or.jp/

okinaw
a/

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
☎
８
６
５
・
２
２
２
２

日
６
月
16
日
（
日
）
9
時
～
16
時　
緑
化
セ
ン
タ

ー
全
館　
沖
縄
で
活
躍
中
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
、

フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
大
集
合
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
無
料

問
緑
化
セ
ン
タ
ー
☎
８
６
２
・
１
９
４
７

内内

内

場

場

費

場
費

内

内 場

場
費

場

期

第６１回 合同展

（ )
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博物館博物館
topicstopics

館
物
博
史
歴
市
覇
那

館
物
博
物
焼
屋
壺

展
画
企
館
物
博
史
歴
市
覇
那

間
時
館
開

10

19
時　

館
休
曜
木

 

料
覧
観

　

般一 

下
以
生
学
大
（円
０
５
３

 

）
料
無

☎

６
６
２
５・
９
６
８

  

FAX 

７
６
２
５・
９
６
８

間
時
館
開

10

18

は
館
入
（時

17

）
で
ま
半
時

館
休
曜
月

 

館
開
は
合
場
の
日
休
曜
月
、
し
だ
た
※料

覧
観
展
設
常

　

般一 

円
０
５
３

下
以
生
学
大
（

 

）
料
無

☎

１
６
７
３・
２
６
８

  

FAX 

２
６
７
３・
２
６
８

2019年（令和元年）6月 8

　　　初夏の風物詩
～第45回那覇ハーリー開催～

　　　地域の身近な相談相手
～市長の一日民生委員・児童委員～

　　　第44代那覇観光　　
　　　キャンペーンレディ決定！

修
監
　

会
協
化
文
市
覇
那
】
せ
わ
合
い
問
お
【

　

９
０
９
１・
１
６
８
☎

チ
ブ
ル

頭
。
「
ち
ぶ
る
ぬ
　や
で
ぃ
　な
ら
ん
さ
ー
（
頭
が
痛
く
て
ど

う
し
よ
う
も
な
い
）
」
ち
ぶ
る
や
み
ー
は
頭
痛
。
ち
ぶ
る
ま
が

ー
は
頭
で
っ
か
ち
。
ち
ぶ
ら
ー
は
賢
い
人
。

なはのホットな話題は市FacebookやLINE＠で

5
5 5

3～5
5
10

2019 那覇観光キャンペーンレディとして、城
間愛（しろまあい写真：右）さんと儀武諒子（ぎ
ぶりょうこ写真：左）さんが選出されました。

城間さんは「那覇市とともに成長できる１年に
し、県内外、海外の方に PR できるよう尽力した
い」、儀武さんは「空手道を習っており、伝統文
化の魅力を多くの人に伝えたい」と抱負を述べま
した。

任期は１年間で、県内外における観光宣伝およ
び公式行事に参加し、那覇市の PR や親善交流を
行います。

　那覇の三大祭りの一つ那覇ハーリーが那覇港新
港ふ頭で開催され、3 日間で 20 万 2 千人が来場
しました。
　最終日には一般職域による競漕が行われ、白熱
したレース展開に、観客から大きな声援が送られ
ました。漁業の安全や豊漁を祈願する御

う が ん
願バーリー

のあと、久米・那覇・泊の本バーリーが行われ、
接戦の結果、那覇が優勝し 4 連覇を達成しました。
　お笑いライブやアーティストによるライブ、花
火も行われ、訪れた人は那覇の初夏を楽しんだ様
子でした。

地域住民の生活上の相談を受けたり、福祉サー
ビス利用のためのお手伝いをしたりするなど、行
政や関係機関とのパイプ役を務める民生委員・児
童委員。

この日、一日民生委員に委嘱された城間市長が、
砂
す な べ

邊ハル子さん（91 歳）のお宅を訪問しました。
砂邉さんの健康の秘訣は、油ものはあまり食べ

ない、ベランダでの運動や筋トレ、孫の成長をみ
ること、とのこと。また「訪問に来た民生委員さ
んとお茶会をしてパワーをもらっています」と楽
しそうに話していました。

平和通り沿いにできた公設市場

那
覇
の
市
場

 

～
シ
シ
マ
チ（
肉
市
）・ 

イ
ユ
マ
チ（
魚
市
）・ 

ナ
ー
フ
ァ
ヌ
マ
チ（
那
覇
市
）～

　
戦
前
に
大ウ
フ
マ
チ市
・
那ナ
ー
フ
ァ
ヌ
マ
チ

覇
市
と
呼
ば
れ
た
東
町
の
市

場
は
、
10
・
10
空
襲
や
そ
の
後
の
地
上
戦
に
よ
り

姿
を
消
し
ま
し
た
。
戦
後
は
１
９
４
７
年
、
現
在

の
開
南
バ
ス
停
付
近
に
闇
市
が
で
き
ま
し
た
が
、

交
通
の
取
締
り
を
理
由
に
、
１
９
４
８
年
平
和
通

り
沿
い
な
ど
に
公
設
市
場
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
場
の
精
肉
と
鮮
魚
部

門
は
、
１
９
５
０
年
に
現

牧
志
第
一
公
設
市
場
敷

地
に
移
転
し
（
西
市
場
）、

衣
料
と
雑
貨
部
門
は
平
和

通
り
に
残
り
ま
し
た
（
東

市
場
：
現
牧
志
公
設
市
場

衣
料
部
･
雑
貨
部
）。
移

転
し
た
と
は
い
え
西
市
場
も
バ
ラ
ッ
ク
造
り
で
、

ガ
ー
ブ
川
の
氾
濫
に
よ
り
不
衛
生
な
市
場
で
し
た
。

　
１
９
６
５
年
頃
か
ら
市
場
移
転
の
話
が
持
ち
上

が
り
、
当
時
の
西
銘
市
長
は
約
１
０
０
ｍ
離
れ
た

場
所
を
選
び
、
１
９
６
９
年
に
近
代
的
な
公
設
市

場
（
第
二
牧
志
公
設
市
場
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
西
市
場
は
、
す
で
に
で
き
あ
が
っ
て
い

る
商
店
街
と
の
関
係
に
よ
り
移
転
が
進
ま
ず
、
結

局
、
１
９
７
２
年
に
立
て
替
え
ら
れ
、
第
一
牧
志

公
設
市
場
と
な
り
ま
し
た
。

期 

４
月
26
日
（
金
）
～
６
月
24
日
（
月
）

10
時
～
19
時　
※
毎
週
木
曜
は
休
館

国
宝
尚
家
資
料
６
月
の
特
別
展
示

６
月
の
国
宝
衣
装

「
菖
蒲
が
描
か
れ
た
色
違
い
の
紅
型
衣
装
」

期 

５
月
24
日
（
金
）
～
６
月
24
日
（
月
）

那
覇
市
指
定
無
形
文
化
財

壺
屋
焼
10
人
展
～
登
り
窯
へ
の
想
い
～

　
こ
れ
か
ら
の
壺
屋
焼
の
担
い
手
10
人
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
展
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
「
登
り
窯
で

の
焼
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
登
り
窯
で

の
作
陶
に
挑
戦
し
た
作
品
を
展
示
す
る
と
共
に
、

登
り
窯
に
対
す
る
想
い
や
壺
屋
焼
と
登
り
窯
の
歴

史
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
那
覇
市
伝
統

工
芸
館
で
は
６
月
21
日
～
30
日
ま
で
、
「
そ
ば
マ

カ
イ
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
販
売

展
を
開
催
し
ま
す
。
併
せ
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

（
主
催
：
壺
屋
焼
物
博
物
館
・
壺
の
会
）

期 

６
月
21
日
（
金
）
～
７
月
８
日
（
月
）

※
7
月
8
日
は
な
は
の
日
の
た
め
臨
時
開
館

場 
壺
屋
焼
物
博
物
館　
３
階
企
画
展
示
室

費 
無
料

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
資
料
整
理
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。
６
月
11

日
（
火
）
か
ら
常
設
展
示
の
作
品
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

期 

６
月
3
日
（
月
）
～
6
月
10
日
（
月
）

学
芸
員
と
展
示
を
見
よ
う

 　

～
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
～

　
来
年
２
月
ま
で
、
毎
月
学
芸
員
が
沖
縄
の
焼
物

の
歴
史
を
順
を
追
っ
て
解
説
し
ま
す
。
７
回
以
上

参
加
し
た
人
に
は
「
壺
屋
焼
物
博
物
館
常
設
展
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
無
料
で
贈
呈
。
第
２
回
目
は

「
海
外
の
焼
物
が
集
ま
っ
た
沖
縄
」
と
題
し
、
12

世
紀
頃
か
ら
沖
縄
に
も
た
ら
さ
れ
た
海
外
産
陶
磁

器
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

期 

６
月
16
日
（
日
）
10
時
～　
１
時
間
程
度

費 

常
設
展
観
覧
料
が
必
要
（
大
学
生
以
下
無
料
）

申 

不
要
。
１
階
受
付
前
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。




